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（概要版）
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[bookmark: _Toc236053793]地域医療を支える薬剤師研修プログラム作成の目的


少子高齢化のさらなる進行や人口構造の変化を踏まえ、地域の実情に応じた医薬品提供体制を確保することが求められている。令和3年6月に公表された「薬剤師の養成及び資質向上等に関する検討会とりまとめ」においては、薬剤師の地域偏在が指摘された。また、「第8次医療計画等に関する検討会」においても、薬剤師の確保に向けた取組の必要性が指摘され、医療計画作成指針には、地域の実情に応じた薬剤師確保策の実施等が新たに盛り込まれた。こうした状況を踏まえ、病院における薬剤師研修の円滑な実施を支援するとともに、地域医療を担う薬剤師の能力の開発及び向上を図ることを目的として、標準的な研修プログラムを作成した。本研修プログラムは、研修を受ける薬剤師（以下「研修者」という。）及び指導薬剤師の双方が円滑に研修を実施できるよう、地域医療に密接に関わる施設における研修の実施方法等を示すものである。

1. 研修期間
研修期間は原則1年間とするが、施設の状況、研修者の経験やスキル等に応じて、短縮・延長を含め調整可能とする。

2. 研修体制
地域での研修体制構築のため、次のような体制にすることが望ましい。
なお、施設の実情に合わせて、研修責任者は指導薬剤師を兼任することが可能である。

• 研修責任者
担当者：薬剤部長または教育責任者
役割：研修体制全体の管理

• 指導薬剤師
担当者：指導的役割を担う実務を担当する薬剤師
役割：研修記録の管理、研修スケジュールの管理、外部連携を担当

3. 研修内容
研修項目は必須項目と選択項目に分かれ、研修項目ごとの概略を次に示す。施設の状況、研修者の経験やスキル等に合わせて、中央業務に分類される研修項目を追加することが可能である。


3.1　調剤業務（必須項目）

· 処方箋鑑査
· 疑義照会
· 調剤
· 服薬指導
· 相互作用の確認 　等

【到達目標】
基本的な薬学的問題点を自ら抽出し、必要な疑義照会を適切に行える。



3.2　医薬品管理（必須項目）
· 在庫管理
· 発注・納品
· 廃棄
· 医薬品の保管　等

【到達目標】
医薬品管理の基本手順を理解し、安全管理上の注意点を説明できる。
医薬品供給の不安定化への対応方法を説明できる。

3.3　医薬品情報（必須項目）
· 医薬品情報の収集方法
· 他職種への情報提供
· 医薬品変更対応
· 薬価制度の基礎理解（高額薬剤の適正管理を含む）など
· イエローレター、ブルーレター発出時の対応

【到達目標】
医薬品情報を根拠に基づき整理し、医療スタッフへ適切に情報提供できる。

3.4 医療安全（必須項目）
· インシデント報告
· ヒヤリハット事例学習
· インシデント事例分析
· 医療安全に関連する会議への参加
· 医療安全ラウンドへの参加 など

【到達目標】
医療安全の基本概念、薬剤に関連したインシデントの発生要因や事例分析を理解できる。





3.5 チーム医療（必須項目）
· NST、緩和ケアチーム、褥瘡チーム等、多職種から構成されるカンファレンスあるいはラウンドへの参加

【到達目標】
医療チームの中で薬剤師が担う役割を理解し、治療内容や介入内容に触れる。

3.6 病棟業務（選択項目）
· 入院患者あるいは退院患者への服薬指導
· 患者の状態に応じた処方提案
· 持参薬確認
· 回診・カンファレンス参加
· 高齢者、小児患者の薬剤調整、処方提案
· ポリファーマシー解消に向けた取り組み・処方提案　等

【到達目標】
病棟薬剤師に求められる役割が理解できる。
年齢特性に応じた用量調整の考え方を説明できる。
病棟薬剤師として必要な情報収集と指導が自立して行える。

3.7 無菌調製（選択項目）
· 抗がん剤調製
· 高カロリー輸液の調製　等

【到達目標】
安全管理手順を遵守し、基本的な無菌操作が実施できる。



3.8 感染制御（ICT・AST）（選択項目）
· ICT・AST業務ラウンド、カンファレンス参加
· 抗菌薬TDMの必要性の理解　等

【到達目標】
抗菌薬適正使用の基本的視点を理解できる。

3.9 地域連携（選択項目）
· 薬剤管理サマリー作成 など

【到達目標】
転院、転所先や保険薬局との連携に必要な情報提供について理解できる。
薬剤管理サマリーに記載することが望ましい事項について説明できる

3.10 領域別薬物療法（選択項目）
本項目は各領域で展開されている薬物療法の特徴や副作用について研修することを目的としている。実施が望ましいが、施設の状況に応じて調整可能である。領域別の研修項目を例として次に示す。

＜例１＞
がん：
レジメン管理、副作用モニタリング、入院・外来患者への服薬指導、薬剤師外来の見学　等

＜例２＞
精神：向精神薬の服薬支援、せん妄リスク薬の把握、副作用評価　等

＜例３＞
災害医療：災害時の薬剤師の役割理解、災害時に必要な薬剤のリストについて理解する　等






4. 研修方法
· On-the-Job Training（OJT：実務を通じた指導）
· ローテーション研修（調剤室、病棟、DI 室　等）
· 症例検討・ケーススタディ
· ラウンド・カンファレンス参加
· 徳島県病院薬剤師会研修会・講演会への参加、学会参加
· 共同研修（自施設で実施困難な項目は他施設と連携）

5. 研修評価
· 指導薬剤師との定期面談を通じた到達目標評価
· 研修実施記録
· 自己評価
· 最終面談による修了判定

6. 修了認定
次を満たした場合に研修責任者が修了認定する。
· 必須項目の全達成
· 選択項目（施設が指定したもの）の達成
· 研修実施記録の提出
· 最終評価の合格

7. 書式管理
· 指導薬剤師が記録を保管
· 電子・紙媒体いずれも可
· 研修終了後、施設内で報告・共有
